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ドローンデータ利活用における
フジヤマの取り組み



Fujiyama group
企業紹介

創 業 1967年（昭和42年）4月1日 （56年）
創 立 1971年（昭和46年）11月2日

会社概要
商 号
本社所在地
従 業 員 数

株式会社 フ ジ ヤ マ
静岡県浜松市
350名

業者登録

主な事業

計画 調査 設計 施工 維持管理 分析
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近年の業務への技術投入

計画 調査 設計 施工 維持管理 分析

効率的なまちづくり
シミュレーション

災害などステークホルダー
へCloudGISでの情報提供

クラウド環境による
顧客との情報共有

空間計測（測量・UAVレーザ）

BIM/CIM

センサーデータ可視化
（リアルタイムなモニタリング）

３D-GISによる管理

ビックデータ等
人流シミュレーション

AI分析

AR・VR・MR技術によ
る情報共有（メタバース）フライトシミュレーション

文化財のデジタル
復元・管理

既存（２D）
データの活用

法面崩壊シミュレーション
浸水シミュレーション



Fujiyama group
河川・橋梁点検へのドローン利活用検討

堤防点検 河川巡視 出水時の情況把握

（概ね年２回の目視点検）

【現状】
１班7人体制で約10km/日を点検
延長100kmを10日、累計70人工

河川エリアは広大であり、
巡視には多くの時間を要する
【現状】
年間累計200人工以上

（週に2～3回程度巡視） （情況把握員が目視点検）
洪水時に現地確認（点検）を実施
危険を伴う

河川管理の効率化、高度化 ドローンの活用
UAVを用いた管理手法の検討

• ﾄﾞﾛｰﾝで撮影を行い、詳細点検（目視点
検）が必要な箇所を抽出

• 必要箇所のみ詳細点検を実施すること
で、点検時間を軽減

• ドローン活用による効率化状況は継続
的に分析が必要

ドローンによる
撮影データ利活用の実証実験

ドローンによる
河川巡視の実証実験

ドローンによる
緊急的情況把握の実証実験

• 上空から広く監視が可能
• 目視困難な河岸の確認も可能
• 高品質化においては評価できる
• 効率化については現状と同等と判断

• 危険箇所の点検において、作業ス
ピードと作業員の安全を確保に効果
が非常に大きいと評価

• LPデータを活用することにより、災害
前との比較、変化量の根拠として
十分な品質を担保
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労働人口減少対応〇
コストメリット △ 劇的な低コスト化は難しい
法的規制 △ ドローンの自動航行・目視外飛行のハードル
災害時活用 ◎ 作業員の安全性・効率性は高い、またLPや衛星データの併用は高品質・高効率化される

ドローン飛行のエコシステム化
（他業種との連携）

物資輸送等のモビリティへ導
入されるドローンデータの
活用

AIの活用

AIを活用し撮影データを分
析→ 懸念個所を抽出
(飛行条件等のマニュアル化)

計測データのオープン化

ドローン活用による高効率
化と高品質化
→３Dモデル＋アーカイブ保
管（オープン素材化）

「ドローン利活用推進部会」の連携強化に期待



弊社の取り組みが「ドローン利活用推進部会」の
お役に立てましたら、幸いに存じます
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浜松市モビリティサービス推進コンソーシアム「ドローン利活用推進部会」


